
 

 

観光地域づくり法人形成･確立計画（様式１） 

記入にあたっての留意点 

 

 

・様式１について、本記入要領に従い、簡潔かつ明瞭に記入すること。 

・各項目に設定された枠内に記載内容が収まらない場合は、枠組みを拡大する等し

て記入すること。 

・各項目の記載枠については、適宜、行や欄の追加等を行ってよい。 

・記入に当たっては、「観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドライン」を参

照すること。 

・記入に当たっては、各項目について構想段階のものであっても可能とする。 

ただし、構想段階の項目は、必ず赤字で記入すること。 

加えて、構想段階の項目については、設定された枠内に、必ず各項目の実現・実

行に向けたスケジュール等を明確に赤字で記入すること。 

 

 

※次ページ以降に記入し、提出すること。 
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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和６年７月２４日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

株式会社くまもとＤＭＣ 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

熊本県全域 

所在地 熊本県熊本市中央区水前寺公園 15-30 

設立時期 2016（平成 28年）年 12月 9日 

事業年度 4月 1日から翌年 3月 31日までの１年間 

職員数 17人【常勤 12人（正職員 6人・出向等 6人）、非常勤 5人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

磯田 淳 「専従」 

（出身組織名） 

（株）肥後銀行 

 ㈱リクルート勤務後、熊本県庁入庁 

 県庁において、観光振興、広報、国際、地域づ

くり、企業誘致などを担当 

 外務省出向（在シアトル日本国総領事館）後、

知事秘書を経て、初代くまモングループ課長と

してくまモンの普及促進を支援 

 商工観光労働部長として県内産業・観光の振興

に尽力後、2020年 4月 肥後銀行へ入行し地域

振興部理事に就任 

 2021年 4月、当社代表取締役社長に就任 

 リクルートで学んだビジネス感覚と県庁で培っ 

た地域づくりに関する幅広い知識やネットワー

クを有する 

 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

熊部 紀衣子「専従」 

 

 大学卒業後、広告制作/編集会社、IoTデバイス

メーカー企業において、企画営業やプロジェク

トマネジメントを担当 

 2021年に当社に入社、2024年より地域活性推

進部 マネージャーに就任 

 地域課題解決型の着地型コンテンツ造成を通じ

た関係人口づくりへの取り組みや、県内の EBPM

推進に向けたデータ活用人材の育成や観光 DX

推進事業を担う 
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財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

羽野 晋之介「専従」 

（出身組織名） 

（株）肥後銀行 

 ㈱肥後銀行に入行後は営業店勤務が永く、うち

4年間は東京支店で勤務、主に企業融資、融資

管理に携わる 

 玉名支店副支店長、下南部支店長を歴任し、

2019年 4月より福岡事務所長を務める。 

 福岡事務所では、経済団体、大手企業、外国機

関等の人的ネットワーク構築に尽力 

 2023年 4月、当社常務取締役に就任 

 現在は玉名観光協会理事、上天草市まち・ひ

と・しごと創生推進会議構成員等を務める 

 ファイナンス、地方創生の双方の知見を有す 

 

地域づくりの責任

者（専門人材） 

 

 

（氏名） 

井手 修身 

（出身組織名） 

イデアパートナーズ（株） 

 ㈱リクルート入社後、地域活性事業部統括マネ

ージャーとして各地の地域づくりに参画 

 2005年にイデアパートナーズ㈱、2010年にＮ

ＰＯ法人イデア九州・アジアを設立し、地域活

性化に関する事業展開やコンサルティング業務

を手掛ける 

 2022年 4月に熊本県の南阿蘇村にＩＴ、観光に

関する専門学校を設立し、人材育成にも尽力し

ている 

 当社の地域づくりの専門人材 

 

ＩＴ、ＥＣ販売、

ＷＥＢマーケティ

ングの責任者（専

門人材） 

 

（氏名） 

増田 一哉 

（出身組織名） 

（株）サイバーレコード 

 大手半導体メーカー、食品メーカー勤務 

 食品メーカーにおいてＷＥＢを活用した通信販

売部門を担当し、爆発的な売り上げに貢献 

 2008年、ＥＣの展開やコンサルを行うサイバー

レコード㈱を設立 

 ふるさと納税の運営を主に手掛け、西日本では

№1の実績を誇る 

 ＷＥＢ展開等におけるノウハウを活かし、当社 

のＷＥＢ戦略を支援 

 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

部署名：熊本県観光戦略部 

役 割：熊本県の観光戦略と㈱くまもとＤＭＣの施策や取組みを共有 

連携を強化し、一体的に観光振興を図るため、定期的な情報交換実施 

連携する事業者名

及び役割 

【マーケティング】 

 地方経済総合研究所、談、楽天グループ 他 

【観光地域づくり】 

 熊本県観光連盟、県内の各観光協会、地域ＤＭＯ、九州産交ツーリズム、 

熊本国際空港、ＪＲ、ＪＴＢ、日本旅行、トヨタレンタリース他交通事業

者、フットパス研究所、地域ブランディング研究所、九州電力、イデアパー

トナーズ、ノハラボ 他 

【インバウンド】 

 くまもと香港事務所、香港アンテナショップ「櫓杏」、日伊経済連合会、 

インバウンドガイド協会 ＧＯ ＧＯ ＦＯＯＤＳ イートジャパン 

くま台湾 ｎｅｏ 他 

 

【情報、システム、ＷＥＢ、ＥＣ】 
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 サイバーレコード、シンク・ガービッジ、ＤＨＥ、ワクフリ、ＤＥＳＳＩＮ 

Ｈｕｂ.ｃｒａｆｔ 他 

 

【宿泊】 

 熊本県旅行業協同組合、各地域の宿泊施設 他 

【その他】 

 各マスコミ、肥後銀行グループ、ＴＫＵヒューマン 等 

 

 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

 県内のＤＭＯや地域で活躍する観光団体等との会議「地域連携会議」を設立

し、くまもとＤＭＣの取組の紹介や各地域ＤＭＯとの情報交換を実施 

主 催：株式会社くまもとＤＭＣ 

開催日：2024年 7月 31日 

内 容：第１部 セミナー 

演題：新しい観光の時代の観光地域づくり 

第２部 地域連携会議の概要 

くまもとＤＭＣの取組について 

第３部 各地域の取り組み共有  

今後のインバウンド戦略について 

ディスカッション＆情報提供 

 

【参加団体】 

No. 名称 組織 エリア 

1 熊本県観光戦略部 熊本県 全域 

2 熊本県観光連盟   全域 

3 阿蘇デザインセンター 地域連携ＤＭＯ 阿蘇 

4 ㈱ＫＡＳＳＥ ＪＡＰＡＮ 地域連携ＤＭＯ 県南 

5 玉名観光協会 地域ＤＭＯ 県北 

6 ＳＭＯ南小国 地域ＤＭＯ 阿蘇 

7 ＤＭＯやつしろ 地域ＤＭＯ 八代 

8 熊本国際観光コンベンション協会   熊本市 

9 人吉球磨観光地域づくり協議会   人吉 

10 天草宝島観光協会   天草 

11 宇城市観光物産協会   宇城 

 

 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

① 上天草市が実施するデジタル周遊アプリ「ココシル」を活用した「ポイン

トラリー」「観光ポイント」の参加事業者を募るため、宿泊・飲食店・み

やげ店・体験施設に対する案内訪問の実施（対象：186事業者） 

参加事業者への説明会実施（5/28、5/29） 

② 地域課題解決型の着地型コンテンツ造成（高付加価値コンテンツ、ワーケ

ーション）の為の地域関係者とのミーティング実施 

・水前寺公園（水前寺成趣園、出水神社） 

・水俣市（湯出地区、袋地区）  

・天草市（高浜・大江地区） 

・山鹿市（岳間地区）      

・水上村（湯山地区） 

・高森町（高森地区）   等 
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③ 地域や団体等の各種協議会等に参画 

・阿蘇エリアにおける VX・DX推進並びにイノベーション創発協議会 

・上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議 

・玉名観光協会 理事会 

・人吉温泉観光協会 理事会 

④ ＮＰＯ法人熊本マンガミュージアムプロジェクト「マンガを活用した事

業」遂行のための伴走調査、ビジネスモデル案づくりを実施 

⑤ 社長 磯田による熊本大学での「観光地域づくり」の講義 

⑥ 地元の若者への地域づくりに関する意識醸成を図るため、インターンシッ

プや研修を受入 

・東海大学、尚絅大学、熊本県立第二高校 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・2023年度 情報発信事業 

具体事業内容  

①自社ＷＥＢメディア「おるとくまもと」運営 

・熊本の様々な偏愛を持つ地域キュレーターを発掘し、 

よりディープな情報を集約し発信 

 ・社員のＳＮＳ投稿による情報発信 

②コーポレートサイトによる事業取組の発信 

③地域産品の国内ブランディング 

・国内大都市での熊本県産品ＰＲ活動 

福岡天神、大阪梅田、東京銀座、札幌 

④地域産品の海外向けブランディング 

 ・中国・香港での熊本県食材のＰＲ活動 

➢ 荒尾梨を中心とした荒尾フェアの開催 

➢ 香港の日本料理シェフによる産地訪問・商談会 

 

受入環境の

整備 

・2023年 環境整備事業 

具体事業内容  

⑤熊本県多言語コールセンター運営事業 

・利用事業者の相談窓口、サポート 

・コールセンター運用実績の分析 

⑥インバウンド対策支援事業 

・道の駅・飲食店の多言語化支援 

店舗の商品 POP等を外国人目線で、多言語化を支援 

⑦ワーケーションプログラム開発 

・地域課題の解決と企業の地域貢献を結び、継続的な関わ 

りが出来るプログラムを開発 

 ・自然や地域の人々と触れあることで、企業に勤める社員 

の Well-Being向上図られるプログラムを開発 

⑧妖怪を活用した県南への観光客誘致 

 ・13市町村による妖怪スタンプラリーの実施 

 ・妖怪ワークショップ実施 

⑨球磨川流域の新たなコンテンツの造成、モニター実施 

 ・ラフティングに次ぐ新たなコンテンツとして、ＳＵＰ、 

Ｚｏｒｂを活用したコンテンツ造成、モニター実施 

 ・森林を活用した先行事例の調査 
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観光資源の

磨き上げ 

・2023年度 コンテンツ造成事業 

具体事業内容  

⑩高付加価値な着地型ツアー開発・モニター実証 

 ・熊本城天守閣での特別ダイニングモニター実施 

➢ 「殿様御膳」を提供 

 ・熊本城内特別見学通路でのカクテルパーティーのモニタ

ー実証 

 ・山鹿八千代座による特別ダイニングモニター実施 

➢ 山鹿和栗をメインとした特別メニューを提供 

⑪地域の特色を活かしたコンテンツ造成 

・天草御所浦の特別ランチモニター実施 

➢ 水俣市からの海上タクシー活用と地元漁師が作る特別

ランチを提供 

 ・荒尾市の小岱山トレッキングと荒尾干潟サンセットウォ 

ークを組み合わせたコンテンツ造成・モニター実施 

➢ 荒尾食材を使用したランチを小岱山山頂で提供 

 ・荒尾干潟でのサンセットグランピングのモニター実施 

➢ 熊本県産食材を使用したフランス料理フルコースをテ

ント、焚火を設置した空間で提供 

 

 

【定量的な評価】 

量的な評価】2023年 4月 1日～2024年 3月 31日 

① 記事掲載件数：84件 

地域キュレーター累計：49名 

② 情報発信件数：7件 

③ 企画参画飲食店：248店舗 

④ 海外（現地バイヤー等）との商談件数：39件 

⑤ 導入店舗数：636先 

⑥ 支援先：4件 

⑦ プログラム開発数：5件（エリア） 

モニター参加者：21名 

⑧ スタンプラリー配布枚数：4,434枚 

ワークショップ参加者 85名 

⑨ モニター参加者：39名 

森林を活用した産業のモデルプラン創出：3件 

⑩ モニター参加者:50名 

⑪ モニター参加者:48名 

 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

 株主として熊本県、肥後銀行、リサパートナーズが入り、業績状況や取組内

容について、定期的に報告もしくは審議する 

 熊本県観光戦略部と、事業の方向性をすり合わせていくため、１カ月に１度

のペースで情報交換を実施 

 熊本県全域を範囲とする唯一の地域連携ＤＭＯとして、他の地域連携ＤＭＯ

や地域ＤＭＯ、観光協会等との意見交換をする「地域連携会議」を創設 

 具体的な事業毎に、熊本県をはじめ各自治体、地域の関係者と連携を図り、

事業を推進している（熊本県をはじめ各自治体、熊本県観光連盟及び各地の

観光協会・地域ＤＭＯ、観光関連事業者、交通事業者、経済団体、大学、マ

スコミ、金融機関等、産官学が連携した運営を実施） 
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【実施体制図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

            熊本県全域が対象 
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【区域設定の考え方】 

 当社は、熊本地震直後の 2016年 12月に、熊本県と熊本の地方銀行である肥後銀行が主導し設立し

た。熊本地震からの復旧・復興を支援する「くまもと未来創生ファンド」らの出資も受けている。 

 当社は、熊本県全域を対象エリアとして、広域的な観光地域づくり機能を担っている。 

 熊本県、各市町村、県観光連盟、地域ＤＭＯ等の熊本県全域の関係機関との連携を図っており、自

然、歴史、文化等の地域資源を最大限に生かした効果的な施策展開が可能となっている。 

 

【観光客の実態等】 

 2023年の県内観光の実態については、国内旅行客及び訪日旅行客ともに増加している。 

 国内旅行客は、2023年 5月に新型コロナウイルス感染症が 5類感染症に移行したことにより人流が

増加したことや、世界半導体大手の台湾ＴＳＭＣの熊本工場稼働に伴う半導体関連のビジネス需要

により、増加している。 

 訪日旅行客は、2022年 10月の日本への入国規制緩和以降、順調に増加している。特に、福岡空港

に到着した台湾や香港から訪日客が、レンタカーを利用し南小国や阿蘇山頂といった阿蘇地域に訪

れている。また、阿蘇地域や人吉球磨地域では、ゴルフを楽しむ韓国や台湾からの訪日客も多い。 

 更に、阿蘇くまもと空港の台湾－熊本線が 2社・12便/日と拡充され、台湾からのインバウンド客

が伸びている。 

 又、熊本県内 10カ所にある世界的人気漫画「ワンピース」のキャラクター銅像を巡る旅行客は国

内、訪日共に多く訪れている。 

 圧倒的に人気が高い観光地域は阿蘇地域であり、アジアからの訪日客だけではなく、欧米豪の訪日

客も増加している。 

 

〇主要観光地域の延べ宿泊者数 

（単位:千人） 

 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 

熊本市 3,076 2,989 1,732 1,757 2,520 集計中 

阿蘇地域 1,849 1,629 885 829 1,283 集計中 

天草地域 594 589 484 414 561 集計中 

菊池地域 713 673 493 447 506 集計中 

人吉球磨地域 305 300 161 221 214 集計中 

 

〇観光消費額 

総消費額                                  （単位:億円） 

 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 

合計 3,186 3,220 1,775 1,906 3,172 2,958 

 宿泊客 1,947 2,130 1,065 1,131 1,720 2,511 

日帰り客 1,239 1,090 710 775 1,452 448 

 

総消費額                                  （単位:億円） 

 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 

日本人 2,785 2,851 1,728 1,906 3,172 2,958 

外国人 401 369 47 － － － 

 

1人当たり消費額                               （単位:円） 

 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 

宿泊客 27,554 31,477 26,110 26,912 33,863 50,285 

日帰り客 5,460 6,296 5,103 4,366 7,240 14,594 

【出典：熊本県観光統計表】 
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

 

〇熊本エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

熊本城 

桜の馬場・城彩苑 

下通り・上通り商店街 

水前寺成趣園 

島田美術館 

くまモンスクエア 

植木温泉 

田原坂公園 

サントリービール工場見学 

湖池屋工場見学 

熊本県庁プロムナードルフィ

ー像 

江津湖公園 

金峰山県立自然公園 

立田自然公園 

熊本城お城祭り 

火の国祭り 

藤崎宮秋の例大祭 

熊本城マラソン 

熊本ラーメン、辛子蓮根 

太平燕、植木すいか、馬肉料理 

肥後象眼 

武士道体験 

 

〇荒尾･玉名･山鹿･菊池エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

八千代座 

万田坑（世界遺産） 

グリーンランド 

山鹿温泉、平山温泉 

玉名温泉、菊池温泉 

菊鹿ワイナリー 

菊池渓谷 

アイラトビカズラ（天然記念

物） 

荒尾干潟 

山鹿燈籠祭り 

あらお荒炎祭り 

米米惣門ツアー 

イデベンチャー 

菊鹿ワイン 

南関そうめん、玉名ラーメン 

小代焼き 

 

○阿蘇エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

阿蘇神社・門前町（水基めぐ

り） 

阿蘇火山博物館 

内牧温泉、黒川温泉 

杖立温泉、わいた温泉 

上色見熊野座神社 

熊本地震震災ミュージアム

「ＫＩＯＫＵ」 

南阿蘇鉄道トロッコ列車 

阿蘇くじゅう国立公園 

阿蘇ジオパーク 

阿蘇五岳、中岳火口 

草千里ケ浜、大観望、仙酔峡 

白川水源、池山水源 

鍋ケ滝 

瀬ノ本高原 

雲海 

阿蘇神社火振り神事 

体験乗馬 

各種トレキング 

サイクルイベント 

パラグライダー、熱気球 

あか牛（あか牛丼） 

阿蘇高菜 

 

○天草エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

天草五橋 

三角西港（世界遺産） 

リゾラテラス天草 

天草キリシタン館 

崎津教会・崎津集落 

（世界遺産） 

下田温泉、大矢野温泉 

天草エアライン 

Ａ列車（ＪＲ九州） 

雲仙天草国立公園 

千厳山 

天草サンセットライン 

御興来海岸 

長部田海床路とジンベイ像 

天草マラソン 

牛深・本渡ハイヤ祭り 

イルカウォッチング 

マリンスポーツ 

九州オルレ 

天草大王 

車海老 
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○県央エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

通潤橋 

清和文楽館 

清和高原天文台 

御船恐竜博物館 

幣立神社 

フォレストアドベンチャー 

石橋群 

吉無田高原 

六嘉湧水群 

キャンプ場 

白石野の棚田 

 

日本一三千三百三十三段の石段 

美里町フットパス 

甲佐やな場 

各種フルーツ 

 

 

○八代、人吉球磨エリア 

観光施設・文化施設 自然 イベント・体験・食 

青井阿蘇神社・国宝記念館 

人吉城址、八代城址 

焼酎蔵巡り 

人吉クラフトパーク 

相良三十三観音 

石工の郷（日本遺産） 

日奈久温泉、人吉温泉 

球磨川、川辺川、球泉洞 

白水滝 

市房千年杉 

五家荘の紅葉 

 

八代全国花火競技大会 

八代妙見祭 

打たせ船 

球磨川下り、ラフティング 

焼酎蔵ツーリズム、球磨焼酎 

鮎、晩白柚 

 

※当社では既存の観光資源にとらわれず、地域に埋もれている豊かな自然や農林水産物、文化資源 

などあらゆる素材を活かした観光コンテンツを造成している。 

また、業務にあたっては以下の２つのポイントに基づき造成等を行っている。 

①地域との関係性を重視し、課題等を的確に把握し、地域毎のコンテンツをしていくこと 

②市町村や地域住民、商工農業者の方々と幅広く連携し、持続可能な取組とすること 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

 ホテル 旅館 合計 

 施設数 客室数 施設数 客室数 施設数 客室数 

総数 132 9,463 1,078 17,643 1,210 27,106 

熊本市 25 3,654 176 5,896 201 9,550 

阿蘇 17 967 343 4,730 360 5,697 

天草 12 507 189 2,126 201 2,633 

菊池 21 1,575 56 1,007 77 2,582 

八代 16 1,099 54 569 70 1,668 

有明 24 950 36 485 60 1,435 

人吉 5 151 74 955 79 1,106 

山鹿 3 170 53 689 56 859 

水俣 2 127 38 520 40 647 

宇城 5 170 40 467 45 637 

御船 2 93 19 199 21 292 

（注）管轄保健所別、熊本県薬務衛生課調べ（平成 29年度：熊本県公表） 
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【利便性：区域までの交通、域内交通】 

１．ＪＲ 

九州新幹線で博多駅から熊本駅まで約３５分、大阪駅から最短で２時間５９分  

 

２．航空機  

（１） 羽田空港      ⇔     熊本空港 約１時間５０分  

（２） 大阪空港      ⇔     熊本空港 約１時間１０分  

（３） 台湾（台北）  ⇔     熊本空港 約３時間     

（４） 韓国（仁川）  ⇔     熊本空港 約１時間３０分   

（５） 香港          ⇔     熊本空港 約３時間    

※国際線については、コロナ感染症対策により欠航中 

 

３．域内交通（自動車） 

熊本駅  ⇔  熊本空港     約１時間 

熊本駅  ⇔  阿蘇方面     約１時間２０分 

熊本駅  ⇔  上天草方面    約１時間１５分  

熊本駅  ⇔  人吉方面     約１時間３０分 

【外国人観光客への対応】 

１．インバウンド向けのインフラ整備  

（１）多言語通訳コールセンター運営 

（２）道の駅の看板や商品パッケージ、飲食店メニューの多言語化事業 

（３）自社ＷＥＢサイト「おるとくまもと」の英語記事掲載 

※英語版「Ｋｕｍａｍｏｔｏ Ｓｃｏｏｐ」 

２．県産品の海外向けブランディング 
（１）熊本県産「荒尾梨」の香港プロモーション活動 

（２）香港の日本料理シェフによる熊本県産食材の産地訪問及び商談会実施 

（３）日本と台湾の文化・習慣の違いをショートエッセイマンガで共有する多文化共生事業実施 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

熊本県観光連盟統計調査 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 

 

熊本県観光連盟統計調査 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

アンケート調査 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

自社運営サイト「おるとくまも

と」、コーポレートサイトを活用し

て実施 

ＳＮＳのアクセス分析 ＳＮＳ投稿のエンゲージ率等を分析

することにより、関心分野やアクセ

スエリアを把握 

分析ツールの活用 
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４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
※地域経済、社会等の状況を踏まえた観光地域づくりの背景 

 熊本は自然豊かな地域で、その自然の恵みである水資源が豊富で、温泉を活かした観光業、また農

林業、水産業も盛んに営まれ、食の資源にも恵まれている。 

 また、歴史・文化の面でも、３つの世界遺産認定地域、３つの日本遺産認定地域を保持し、そうし

た資源は熊本の観光振興に向けた活用が期待されている。 

 特に、自然資源に関しては、単に景観を見せるだけではなく、「癒し」や「リラックス」「自己探

求」といった「個々人の拘り旅行」「継続的な関わり」に繋げていく。 

 現状として、そうした豊富な資源は十分に活かされているとは言えないことから、地域連携ＤＭＯ

と地域ＤＭＯや観光推進団体の連携を深めながら、活用に向けた取り組みを展開することで、熊本

の観光また地域の活力の向上を進める必要がある。 

 更に、世界半導体製造大手ＴＳＭＣの熊本工場稼働により、台湾と熊本県との関係が強くなってき

ており、台湾から赴任する訪日ビジネスマンや訪日観光客に対し、熊本の観光資源や地域の魅力等

を伝えていくことも重要となっている。 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 熊本県内特有の歴史・文化（財）・風習 

（熊本城、 水前寺公園等）  

 魅力的な自然環境（天草、阿蘇/世界ジオパ

ーク、ナショナルパークジャパン認定、水

資源）  

 魅力的な食材（海鮮、あか牛、馬、果物、 

野菜、米、水） 

 豊富なマンガコンテンツの存在 

 九州の中央という立地、九州全県へのアク

セス環境 

・アジアへの近さ 

弱み（Weaknesses） 

 豊かな資源が観光素材として活かされてい

ない 

 豊かな地域性による地域住民や事業者の現

状満足  

 富裕層向けホテルがない（観光客の滞在期

間が短い） 

 観光客の消費額が低い 

 災害多発地域のイメージ 

 二次交通の不便さ（空港・港の立地、公共

交通機関） 

 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・ 震災後、県への注目度・地域の結束向上、

観光の再評価  

・ 新しい生活様式による地方移住、定住 

・ 新たな集客施設（熊本城ホールＭＩＣＥ、

熊本地震震災ミュージアム「ＫＩＯＫＵ」、

ＯＮＥＰＩＥＣＥ麦わら一味像） 

・ 被災施設の復旧（南阿蘇鉄道、人吉地区の

旅館） 

・ 台湾大手企業（ＴＳＭＣ）の進出 

・ スポーツツーリズムの活性化（ツールド九

州開催、世界バトミントン「スーパー

500」） 

・ 熊本国際空港の新築、周辺開発 

脅威（Threat） 

 人材不足、後継者不足（観光関連・宿泊施

設） 

 長期に渡るコロナによる観光関連事業者の

廃業 

 新型コロナよる観光市場の縮小 

 地震、水害等の自然災害・風評被害 

 地域間の連携体制不足 

 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

 国内旅行者（九州一円、特に福岡県、熊本県）、大都市圏の会社員 

○選定の理由 

 マイクロツーリズムの旅行者に対するＰＲに注力する。 

 地域課題解決による企業研修型・社員 Well-being向上型ワーケーションプログラム造成による関係

人口の創出を図る。 

○取組方針 

 食や自然資源等の地域毎の特徴あるコンテンツを発掘し、磨き上げ、情報発信を行う。 

 熊本の「食」と「観光資源」のファンを増やし、継続的に熊本にきてもらう仕組みづくりを行う。 

 ワーケーションプログラムを通し、ワーケーション体験者に対する熊本ファンの増加を図る。 

○ターゲット層  

 国内旅行者（首都圏、関西圏、名古屋圏のシニア層） 

○選定の理由 

 大都市圏の首都圏、関西圏、名古屋圏は重要なマーケットである為、第２ターゲット層に据える。 

 三都市圏とは阿蘇くまもと空港との定期便がある。特に、関西圏は新幹線で最短 3時間の経済圏。 

○取組方針 

 主に、時間的余裕があり、これまでと違った観光を行いたい５０～６０代のシニア層に対し、熊本

の文化・自然を織り交ぜた高付加価値なツアー（非日常体験）を造成し訴求していく。 

 また、ふるさと納税や県産品購入者のマーケティングを展開し、熊本ファンに対するアプローチ策

を追求していく。 

○ターゲット層  

 台湾、香港のインバウンド 

○選定の理由 

 台湾は世界半導体製造大手ＴＳＭＣが熊本に進出し、阿蘇くまもと空港との航空定期便も就航する

ため、益々活発な交流が見込まれる。 

 香港には熊本の食材を取り扱う日本料理店「割烹櫓杏」があり、航空定期便が復活するなど、熊本

県との繋がりがある。 

 香港、台湾ともに多くの富裕層がいるため、大きなマーケットである。 

○取組方針 

 外国人の目線で、県内各地域の自然、歴史、文化、食を体験できるコンテンツを調査。 

 観光案内の多言語化を推進し、訪日外国人とのコミュニケーション強化を図る。 

 海外ＡＧＴ、訪日サイトとの連携を通じてインバウンドへ情報発信・商品提供を行っていく。 

 さらに、旅行者の訪熊～帰国後のＳＮＳ等での情報拡散や口コミで観光や食の魅力を伝播させる。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 【当社のコンセプト】 

熊本を「食」×「観光資産」＝「旅」というキーワードで世界にマーケティ

ングする会社 

※熊本の魅力ある食と観光資源を融合し、観光地域として磨き上げ、人が来

るような仕組みを作り、国内外に向けて発信し、誘客する 

②コンセプトの考え方 Ｖｉｓｉｏｎ 

住む人・訪れる人・関わる人がともに躍動し、多様性に溢れ持続可能な

発展を続ける熊本 

Ｍｉｓｓｉｏｎ 

熊本の可能性を信じ、熊本の真の魅力を発掘しつづけ、地域と共に未来

へつないでいく 

Ｖａｌｕｅ 

まずやる/まずおもしろがる/まずはみずから/なにより熊本を愛す 
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

 主要な連携先である熊本県観光戦略部と定例ミーティング（１カ月に 1

度程度）を実施し、当社の取組を報告。熊本県の観光政策の方向性と

適宜すり合わせを実施 

 年度の事業取組方針、施策、ＫＰＩについて事業計画を策定し、熊本

県や株主、金融機関と共有。また、成果についても、同様の報告を行

う 

 株主に対する諮問委員会を 1か月に 1度実施し、株主であるファンド

に関して定期的に報告 

 主要金融機関（肥後銀行、日本政策金融公庫）に対し、業績および取

組事例を 6カ月に 1度報告 

 県内ＤＭＯ組織や主要観光団体を集めた「地域連携会議」を実施。く

まもとＤＭＣの取組事例や各地域の取組の共有、協業の可能性につい

てディスカッションを実施 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

 地元 IT企業と連携して、飲食店や宿泊施設の販売促進に関する WEBコ

ンサルティングを実施 

 地方自治体や県内各地の観光協会が主催する組織や会議体の構成メン

バーとして関与 

 熊本新城下町創生会議：委員 

玉名観光協会：理事 

上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議：構成員 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

 当社が運営する WEBサイト「おるとくまもと」とフェイスブック、イ

ンスタグラムを連動させて、県下各地域の団体や事業者の情報発信を

行っている。また、同サイト内でワーケーション可能な宿泊施設等や

ガイド可能な地域の団体を取りまとめ WEB上で紹介している。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

 当社は熊本県全域を対象とする地域連携ＤＭＯとして、熊本県や熊本県観光連盟と連携して活動す

るため、観光消費額、延べ宿泊者数、延べ外国人宿泊者数は、熊本県のＫＰＩ（ようこそくまもと

観光立県推進計画：2021年～2023年）を採用。2024年以降の目標は計画発表後に設定。公表済の

2023年度までの観光統計実績（観光庁統計）を入力。 

  来訪者満足度、リピーター率については当社独自の指標として設定している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

 2022年までは外国人旅行客の減少により旅行消費額低迷しているが、新型コロナウイルスの弱体化

等により水際対策が緩和されたことから、2023年以降はインバウンド増加が見込まれ、旅行消費額

はコロナ前までの水準に回復（2019年実績：331,387百万円）。 

●延べ宿泊者数 

 新型コロナウイルスの弱体化により移動制限が解除されたことから、2022年から宿泊者数は回復。 

 新型コロナウイルスの水際対策緩和から、インバウンドも増加してるものの、2019年の実績 9,863

千人を勘案すると、新型コロナ前の水準までは回復していない。 

 

 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

350,000 350,000 350,000 集計中 集計中 集計中 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

190,578 317,240 295,849 
   

（－） （－） （－） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

8,000 8,000 8,000 集計中 集計中 集計中 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

4,737 6,301 8,061 
   

（36） （100） （962） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

90.5 90.5 91.0 91.5 91.5 92.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

87.6 86.8 集計中 
   

（－） （－） （－） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

75.0 75.0 78.0 79.0 79.0 79.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

74.0 76.0 集計中 
   

（－） （－） （－） 

ようこそくまもと観光立県推進計画 次期観光立県推進計画（県で策定中） 
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●来訪者満足度 

 熊本旅行における満足度は比較的高い水準で推移している。特に、「食べ物」「特産品」「宿泊施設」

では全国平均を超えている。南小国、南阿蘇といった高付加価値な食べ物、宿泊施設等が満足度を

上げている。天草、県南、県北の魅力も発信していく必要がある。 

 

●リピーター率 

魅力ある宿泊施設や食べ物を求めるリピーターが多い。リピーター自体も増加傾向にあり、更なる品

質の向上が不可欠となっている。 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

 当社は熊本県全域を対象とする地域連携ＤＭＯとして、地域の様々なコンテンツを発掘し、魅力あ

るツアーにブラッシュアップすることで、域外を中心とした多くの関係人口創出を図っていくこと

を目指している。 

 過去の実績や現在の人員等を鑑み、ツアー造成数は年間 50件を目標値として設定。 

 また、各種コンテンツや上記ツアー等について、効果的な発信を行う必要があるため、情報発信や

記事投稿件数、WEBサイトへのアクセス数も指標として設定。 

・インバウンド誘致のための態勢整備として、コールセンターの導入店舗数も指標として設定。 

【設定にあたっての考え方】 

●ツアー造成件数 

 2023年度は、熊本城や山鹿八千代座、三角西港といった文化財を保存から活用する取り組みを行っ

た。更に、球磨川でのＳＵＰ、Ｚｏｒｂ体験、荒尾干潟でのマジャク釣り、サンセットウォークと

いった自然を活かした特別体験コンテンツも造成した。地方の関係人口創出の為、地域課題解決及

び企業社員の Well-being向上を盛り込んだワーケーションプログラム造成も行っている。 

●情報発信・記事投稿件数 

 2023年度は、新型コロナウイルスの移動制限が解除され、人流が活発化したこともあり、県内各地

の情報発信を積極的に行い、アフターコロナに向けたプロモーションを実施。 

●WEBサイトへのアクセス数 

 2023年度も、自社運営 WEBサイト（おるとくまもと、コーポレートサイト）において、情報発信や

記事投稿を積極的に行った。特に、2023年度は英語による情報発信も開始。今後も、「おるとくま

もと」の「おるたー（寄稿者）」との懇親会の開催や寄稿者増加よりアクセス数の拡大を図る。 

●コールセンター導入店舗数 

 外国人向けのコールセンター導入を熊本県と連携し進めている。2023年度は、台湾・香港からのイ

ンバウンドが増加し、導入店舗数が増加。インバウンドは急回復しており、今後も導入店舗数は増

加見込み。 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●ツアー造成数 

（単位：件） 

目

標 

20 50 50 30 30 40 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

47 44 33    

（－） （－） （－） 

●情報発信 

（単位：件） 

目

標 

100 100 100 100 100 100 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

120 111 94 
   

（－） （－） （－） 

● Webサイトへ

のアクセス数 

（単位：千 PV） 

目

標 

1,000 1,200 1,400 600  700 800 

（－） （－） （－） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

735 483 586 
   

（－） （－） （－） 

●コールセンタ

ー導入店舗数 

（単位：件） 

目

標 

700 750 800 650 670 680 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

595 608 636 
   

（－） （ －） （－） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

220,878,813（円） 【事業収入】   217,950,572（円） 

【観光振興補助金】    2,928,241（円） 

2022（Ｒ４） 

年度 

227,003,718（円） 【事業収入】   225,068,638（円） 

【IT 導入補助金】    1,935,080（円） 

2023（Ｒ５） 

年度 

374,374,066（円） 【事業収入】   374,374,066（円） 

 

2024（Ｒ６） 

年度 

234,000,000（円） 【事業収入】   234,000,000（円） 

2025（Ｒ７） 

年度 

277,000,000（円） 【事業収入】   277,000,000（円） 

2026（Ｒ８） 

年度 

330,000,000（円） 【事業収入】   330,000,000（円） 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

172,854,105（円） 【売上原価】 109,516,743（円） 

【一般販管費等】  63,337,362（円） 

2022（Ｒ４） 

年度 

182,502,685（円） 【売上原価】 126,368,364（円） 

【一般販管費等】  59,134,321（円） 

2023（Ｒ５） 

年度 

297,613,542（円） 【売上原価】 234,537,348（円） 

【一般販管費等】  63,076,194（円） 

2024（Ｒ６） 

年度 

214,000,000（円） 【売上原価】 138,000,000（円） 

【一般販管費等】  76,000,000（円） 

2025（Ｒ７） 

年度 

254,800,000（円） 【売上原価】 173,000,000（円） 

【一般販管費等】  81,800,000（円） 

2026（Ｒ８） 

年度 

303,100,000（円） 【売上原価】 214,000,000（円） 

【一般販管費等】  89,100,000（円） 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
 当社は株式会社組織として設立しており、行政等からの補助金・会費等の安定した収入源を保持し

ておらず、あくまで事業活動対価が活動の源泉となっている。 

 現状、熊本県、環境省、観光庁、各自治体から、旅行商品造成や観光関連のマーケティング等に係

る委託事業を積極的に受注することで、収益基盤の安定を目指している。 

 但し、上記収入は年度毎の変動が大きく、収益の安定性はないため、熊本県産品の販路拡大や商品

開発コンサルティングといった地域商社機能の強化、高付加価値コンテンツやワーケーションプロ

グラムの開発といったコンテンツ機能の強化による、安定的な収益源の拡大を図っている。 
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８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

 ㈱くまもとＤＭＣは、熊本県全域を管轄とする唯一の地域連携ＤＭＯであり、熊本県としては、こ

れまで、㈱くまもとＤＭＣとの様々な観光地域づくり活動を連携して行ってきており、今後も更に

その取り組みを進めてまいりたい。 

 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

 当社は熊本県全体を活動領域とする唯一のＤＭＯであり、主に熊本県と連携しながら活動を行って

いる。 

・県内のＤＭＯや地域で活躍する観光団体等との「地域連携会議」を設立し、年１回以上当社の取組

みの紹介や各地域ＤＭＯとの情報交換や意見交換を全体で行っている。 

・また、個別に意見交換を行っており、各々連携して取り組んでいる。 

 

 

【区域が重複する背景】 

 当社は熊本県全域を対象とする地域連携ＤＭＯとして活動。また、熊本県内において特定エリア 

を対象とする以下のＤＭＯが組成され、各々が連携し活動を行う。 

No. 名称 組織 エリア 

1 ㈱ＫＡＳＳＥ ＪＡＰＡＮ 地域連携ＤＭＯ 県南 

2 （公財）阿蘇地域振興デザインセンター 地域連携ＤＭＯ 阿蘇 

3 （一社）人吉球磨観光地域づくり協議会 地域連携ＤＭＯ 人吉・球磨 

4 （一社）玉名観光協会 地域ＤＭＯ 玉名市 

5 ㈱ＳＭＯ南小国 地域ＤＭＯ 南小国町 

6 （一社）ＤＭＯやつしろ 地域ＤＭＯ 八代市 

7 （一社）みなみあそ観光局 地域ＤＭＯ 南阿蘇村 

 

【重複区域における、それぞれの DMOの役割分担について】 

 各地域のＤＭＯは地域の観光素材や課題を抽出し、当社がその観光素材のブラッシュアップ等を行

いツアー造成実施。また、地域課題に対し、当社のネットワーク先と連携し、解決策の立案等を行

っている。 

 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

 各地域を対象とするＤＭＯと熊本県全域を対象とする当社の枠組みで、効率的な情報収集および 

効果的な企画立案や情報発信を行っている。 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 羽野 晋之介 

担当部署名（役職） 常務取締役 地域活性推進部長 

郵便番号 ８６２－０９５６ 

所在地 熊本県熊本市中央区水前寺公園１５－３０ 

電話番号（直通） ０９６－２７６－６６５５ 

ＦＡＸ番号 ０９６－２７６－６６２２ 

Ｅ－ｍａｉｌ soumu@k-dmc.co.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 熊本県 

担当者氏名 三藤 祥子 

担当部署名（役職） 観光戦略部 観光国際政策課 政策・総務班 主任主事 

郵便番号 ８６２－８５７０ 

所在地 熊本県熊本市中央区水前寺６丁目１８－１ 

電話番号（直通） ０９６－３３３－２０１１ 

ＦＡＸ番号 ０９６－３８１－３３４３ 

Ｅ－ｍａｉｌ santou-s@pref.kumamoto.lg.jp 

 
 

 



項目
2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

2026
（R8）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
350,000 350,000 350,000 集計中 集計中 集計中

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

実績
190,578 317,240 295,849

― ― ―
(－) (－) (－)

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
8,000 8,000 8,000 集計中 集計中 集計中

(－) (－) (－) (－) (－) ( － )

実績
4,737 6,301 8,061

― ― ―
(36) (100) (962)

来訪者
満足度

(％)

目標
90.5 90.5 91.0 91.5 91.5 92.0

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

実績
87.6 86,8 集計中

― ― ―
(－) (－) (－)

リピーター率
(％)

目標
75.0 75.0 78.0 79.0 79.0 79.0

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

実績
74.0 76.0 集計中

― ― ―
(－) (－) (－)

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和６年７月２４日

【主なターゲット】
①熊本、福岡中心とした九州一円の旅行者

 大都市圏の会社員
②首都圏、関西圏、名古屋圏のシニア層
③台湾・香港のインバウンド
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
①国内外向け情報発信の精度向上
②ストーリー性がある、又は、高付加価値
（非日常体験）があるコンテンツ造成
③データ分析によるプロモーション活動
【観光地域づくりのコンセプト】
「食」と「観光」による熊本県ブランディング

（登録）【地域連携ＤＭＯ】株式会社くまもとＤＭＣ 様式２

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組

【マネジメント・マーケティング対象とする区域】 熊本県全域
【設立時期】 平成２８年１２月９日
【設立経緯】 区域に観光協会があるが、役割分担等をした上で

ＤＭＯ新設
【代表者】 磯田 淳
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 熊部 紀衣子
【財務責任者（ＣＦＯ）】 常務取締役 羽野 晋之介
【職員数】 1７人（常勤12人（正職員6人・出向等6人）、非常勤５人）
【主な収入】
収益事業 ３１７百万円、委託事業 ５７百万円（令和５年度決算）
【総支出】
事業費 ２３４百万円、一般管理費 ６３百万円（令和５年度決算）
【連携する主な事業者】
熊本県観光連盟、県内ＤＭＯ、地方経済総合研究所、肥後銀行、
九州産交ツーリズム、熊本国際空港、九州旅客鉄道、ＪＴＢ、
九州観光機構、九州経済調査協会、等

基礎情報

【観光資源の磨き上げ】
・文化財を活用した食事・文化
体験ツアー開発
・無人島プレミアムランチ開発
・ワーケーションプログラムの造成
・侍文化体験ツアー開発
・妖怪を活用した県南観光誘客
【受入環境整備】
・熊本県多言語コールセンターの
運営事業
・道の駅、飲食店の多言語化支援

【情報発信・プロモーション】
・情報発信サイト「おるとくまもと」
の運営
・熊本県産品のPR活動支援
くまもとモン×〇〇ジャック
・香港での熊本県産食材PR活動
・楽天グループとの共創による
データに基づく地域づくり開始
【その他】
・地域DMO、観光協会との連携を
する「地域連携会議」を実施

次期観光立県推進計画（県で策定中）ようこそくまもと観光立県推進計画
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